
 

 

令和５年度岡山県スポーツ推進委員協議会 

第 １ 回 女 性 委 員 会 

 

 

 

                     日 時：令和５年５月１６日（火） 

                                            １０：００～１２：００ 

                      場 所：ピュアリティまきび 

２階「ルビー｣ 

 

 １ 開  会 

 

 

 ２ あいさつ 

 

 

 ３ 協議内容 

  （１）令和５年度女性委員会委員について 

    ・女性委員会規約 

 

  （２）２０２３年度（Ｒ５）女性委員会の活動について 

    ・備前支部 

     

・備北支部 

     

・美作支部 

 

  （３）女性委員会の今後の在り方について 

 

（４）その他 

    ・参考資料について 

 

 ４ その他 

 

 

 ５ 閉  会 

 



○

○○

○
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氏　　名 所属市町村 所属支部 備考

赤木　弘蔵 新見市 備　北

1 委員長 岡﨑眞公子 赤磐市 備　前

2 副委員長 妹尾　曜子 井原市 備　南

3 〃 藤原　昌子 高梁市 備　北

4 〃 岡嶋　京子 津山市 美　作

5 委員 荻野百合子 岡山市 備　前

6 〃 河内留美子 吉備中央町 〃

7 〃 西江　律子 笠岡市 備　南 欠席

8 〃 妹尾　康代 〃 欠席

9 〃 前原　好恵 高梁市 備　北 欠席

10 〃 柴田　尚美 新見市 〃

11 〃 半田　智子 真庭市 美　作

12 〃 橋本　峰子 美作市 〃

岡山県スポーツ推進委員協議会

令和５年度女性委員会委員名簿

役　　職

会　長

（順不同・敬称略）
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岡山県女性スポーツ推進委員会規約 

 
（設   置） 
第１条 岡山県スポーツ推進委員協議会規約第１４条により、岡山県スポーツ推進委    
 員協議会に岡山県女性スポーツ推進委員会（以下「委員会」という。）を設置す     
る。 
（目   的） 
第２条 この委員会は、女性スポーツ推進委員の活動を一層活発にする方策等を研究    
 協議し、この結果を協議会の事業充実に資することを目的とする。 
（構   成） 
第３条 この委員会は、女性スポーツ推進委員のうち、各支部から推薦を受けた各３名の者

をもって構成する。 
（役   員） 
第４条 この委員会に次の役員をおく。 
    委員長    １名 
    副委員長   ３名 
（役員の選任） 
第５条 委員長及び副委員長は、委員のうちから互選し、会長が委嘱する。 
（役員の職務） 
第６条 委員長は、委員会を代表し、会務を掌理する。 
２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長がやむなく職務を遂行できない場合は、その職務

を代行する。 
（任   期） 
第７条 委員及び役員の任期は、２年とする。ただし再任は妨げない。 
２ 補欠または増員により選任された委員の任期は、前任者または現任者の任期とする。 
３ 委員は、その任期満了後においても、後任の就任までその職を行う。 
（委 員 会） 
第８条 この委員会は随時開催するものとし、委員長が召集して議長となる。 
２ この委員会は、委員の過半数が出席しなければ開催し議決することはできない。 
３ この委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長が決定する。 
 
 
   附    則 
    この規約は、平成 ７年５月９日から施行する。 
          平成 ７年６月１９日一部改訂 
          平成１１年２月２４日一部改訂 
          平成２４年２月２４日一部改訂(スポーツ基本法の制定に伴い) 
          令和 ２年４月 １日一部改訂 
          令和 ３年２月２２日一部改訂 
 
    構成委員の理事と支部代表者とは、重任しない。 
    委員及び役員の任期は、第７条にかかわらず初年度は１年とする。 
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備前支部女性委員会２０２３年度活動計画 

 

スローガン：２０２３「健康づくり！家族とともに自宅でできる運動習慣」 

             

第１回総会 

○ 日  時 ２０２３年４月１日（土）９：３０～１２：００ 

○ 場  所 赤磐市中央公民館 

○ 内  容 令和４年度活動報告・決算及び反省 

     令和５年度事業計画・予算について 

○ 参 加 者 未定 

 

他支部研修会参加 

 〇日  時 ２０２３年 （未定） 

 〇場  所 未定 

 〇参 加 者 未定  

 

第１回役員会：研修会打ち合わせ 

 ○日  時 ２０２３年 １０月（未定）  

 ○場  所 未定 

 ○参 加 者 未定    

 

第１回研修会 

 ○日  時 ２０２３年１２月２日（土）９：３０～１２：００ 

 ○場  所 赤磐市  

 ○内  容  未定 

 ○参 加 者 未定 

 

第１回理事会開催 

 ○日  時 ２０２４年１月２０日（土）９：３０～１１：３０ 

 ○場  所 赤磐市  

 ○参 加 者 未定 

○そ の 他 懇親会 未定 

 

 

役員会 

〇日  時 未定 

〇場  所 未定 

〇参 加 者 未定 

                                 以上 
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２０２３年度備北支部女性委員会活動計画 

 

１ 岡山県スポーツ推進委員協議会備北支部評議員会 

  １ 日 時  ２０２３年４月下旬 

  ２ 場 所  高梁市 

３ 内 容  （１）２０２３年度の役員について 

（２）２０２２年度事業報告及び決算報告について 

         （３）２０２３年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

         （４）表彰について 

         （５）スポーツ推進委員研修会について 

         ・全国、中国地区、県、備北 

 

２ 備北支部スポーツ推進委員研修会及び備北支部女性スポーツ推進委員の集い 

  １ 日 時  ２０２３年１２月上旬 

  ２ 場 所  高梁市 
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２０２３年度美作支部女性委員会活動計画 

 

２０２３年度活動テーマについて 
 

「笑顔一番！健康一番！体を動かす楽しさ伝えよう！」 

  

活動テーマについては、特に変更しなければならない理由はなく、現状の活動を実施す

るうえでこのテーマが適切であると判断し、２０２３年度に向けて、美作支部として引き

続きこのテーマでコロナ禍でも出来る活動を考えながら活動することに決まりました。 

月 日 事 業 名 場 所 備 考 

2023 年 

4月18日(火) 
第 1 回美作支部女性委員会 津山市 総合体育館会議室 

2023 年 

4月27日(木) 

第 1 回美作支部正副会長会 

第 1 回美作支部評議員会 
津山市 津山陸上競技場会議室 

2023 年 

7 月上～中旬 
第 2 回美作支部正副会長会 津山市 総合体育館会議室（予定） 

2023 年 

7 月 1 日(土) 

7 月 2 日(日) 

美作支部研修会 

(実践発表：ユニバーサルスポーツ) 
真庭市 県研修会と兼ねて実施します 

2024 年 

1 月 
第 2 回美作支部女性委員会 津山市 総合体育館研修室（予定） 

2024 年 

3 月下旬 
第 3 回美作支部正副会長会 津山市 総合体育館会議室（予定） 

〈その他行事〉 

2024 年 
第 65 回 

全国スポーツ推進委員研究協議会 
青森県 

 

美作支部研修会について 

 真庭地域⇒  英田地域⇒  津山地域⇒  久米地域 ⇒ 勝田・苫田地域 

 (2023 年)   (2024 年)    (2025 年)    (2026 年)    （2027 年） 
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（３）女性委員会の今後の在り方について 

 

１ 令和４年度第２回女性委員会から 

・ 当初は、女性委員の活躍や普及が目的であった。現在女性委員も増え、活 

発に活動している。女性だけで活動する必要はないと感じる。 

・ 女性委員会の組織がなくなると、現在の常任理事のポストがなくなってし 

まう。女性の理事がいなくなることになり、県協議会での立場や活躍の場が 

なくなってしまう。 

・ ただ単に組織をなくすことは理想的ではない。組織を残すことなら名称を 

変える。組織をなくすのであれば、活躍の場の確保を考えた発展的解散が必 

要である。 

・ 常任理事、理事会には各支部から女性を必ず入れる必要がある。 

・ 県及び各支部の規約を変更し、女性委員の役員率も上げる必要がある。 

・ 専門委員会と一緒に活動することも考えられる。 

 

２ 令和５年度第１回専門委員会から 

・ 女性委員会と統合して、新たな組織として再出発してもよいと考える。 

・ 女性委員会統合して新たな組織になることで、より活性化されてよいので 

はないか。 

 ・ 統合については、あくまでも女性委員会の意見を尊重する。「吸収する」 

という考えではない。 

 ・ 「統合する、しない」に関わらず女性委員会という名称は時代錯誤だと 

考えるため、名称の変更は必要と思う。 

 ・ 新たな組織になった場合、規約・細則の変更が必要となる。その際、女性 

委員の推薦人数の増加が必要と考える。（委員長は女性委員にしたい） 

 

３ 今後の方向性 

（１）今年度１年間かけて検討し、第２回理事会で諮る。 

（２）理事会承認後、令和６年度から新体制でスタート（予定） 

 ・ 令和６年度は改選期である。今年度組織改編が実現できたら、改選期に伴 

い、スムーズな移行ができると考える。 

 ・ 組織改編実現ができない場合、次回改選期は令和８年度になるため、３年 

間、現体制が継続することになる。 

（３）今年度、女性委員会を３回実施したい。 

 ・ ３回目は、専門委員会と合同開催（予定） 
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